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1961年神奈川県逗子市で生まれ，1969年から米国で暮らす。1983年テキサス大学卒，1984
年日本国際交流センター入職。1987年UCLAのMBA修了，ファースト・ボストン証券入社。
1988年から東京のJPモルガン銀行，JPモルガン証券などを経て2001年独立，シブサワ・ア
ンド・カンパニー設立。2008年コモンズ投信設立。「日本資本主義の父」と言われる渋沢栄一
の玄孫。著書に『33歳の決断で有名企業500社を育てた渋沢栄一の折れない心をつくる33の
教え』（東洋経済新報社），『SDGs投資 資産運用しながら社会貢献』（朝日新書）など多数。
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日本記者クラブ会員。中小企業診断士。MBA。認定経営革新等支援機関。1982年，早稲田大学法学部卒業後，日
本経済新聞社に記者として入社。専門は経済，経営。日経・テレビ東京・テレビ大阪の編集・報道部門，日経本社
経営部門を経て，2017年に独立。老舗・ファミリービジネスの「永続経営」や「人を大切にする経営」の研究者。
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「栄一の言葉」は今も通用する

神 原：渋沢栄一についての学びの経緯を聞かせてく
ださい。
渋 澤：私は小学校２年から大学までアメリカで暮ら
し，母方の叔父の財団に入りました。その後，米
国でMBAを取得，ウォール・ストリートに入っ
てから独立するまで，20代後半から30代までは
証券会社やヘッジファンドという金融資本主義の
ど真ん中にいた人間です。
　 　2001年，40歳になったときにシブサワ・アン

ド・カンパニー株式会社を設立しました。そのと
き，（高祖父は）500社ぐらいの会社を創ったと言
われているので　何か参考になることはないかと
思ったのです。父方の叔父からは「渋澤家には家
訓があり，政治と株はやっちゃいかん，と書いて
あるんだぞ」といつもお説教をくらっていたので
気になっていました。
　 　調べると「投機の業または道徳上卑しい職に従
事すべからず」と書かれていました。叔父は，「道
徳上卑しい」は政治，「投機」は株と言い換えてい
たんですね。道徳上はシロですが，短期売買の繰
り返しの仕事をずっとやってきました。40歳に
なって初めて家訓違反に気づいたのです。私に
とってはきわめて「不都合な事実」でした。です
が，そのときに初めて，栄一はたくさんの言葉を
残していることに気づいたのです。日本での私の
最終学歴は小学校２年ですので，栄一の資料は
まったく読めません。（米国在住の）父の力を借り
ました。
神 原：どのような印象を持ちましたか。
渋 澤：栄一は丸い顔をして優しいおじいさんのイメ
ージですが，残されている言葉からまず感じたこ
とは，「かなり怒っているぞ」ということです。こ
のままではダメだ，もっと世の中を良くしなけれ
ばいけない，という気持ちが伝わってきました。
また，その言葉は今の世の中にも通用すると思い
ました。そこで昔の言葉を今の言葉にかみ砕い
て，ブログに書いてみようと思ったんですね。そ
こから研究が始まり，執筆や講演をやるようにな
りました。

投資信託は「合本主義」

神 原：投資信託をやられていますね。
渋 澤：シブサワ・アンド・カンパニー内の準備会社
としてコモンズ投信を立ち上げました。投信は，
私が昔やっていたこととはまったく違っていて長
期投資。毎月１万円から子どもや孫のために積み
立てていきましょうという投資です。日本で積み
立て投資をやっているのは，さわかみ投信（1996

　渋沢栄一は，1873 年に日本初の銀行を創立
するなど，それまで日本になかった株式会社を
およそ 500 社設立，有力企業に育てたことなど
から，「日本資本主義の父」などと評される。
近代日本経済の基礎を築いた立役者である。
2019 年には福澤諭吉の後の１万円札の肖像に
決まり，2021 年放送予定の NHK 大河ドラマの
主人公でもある。
　渋澤健さんは米国育ちで， JP モルガン証券な
ど外資系の証券会社などでキャリアを重ねてき
たが，高祖父の渋沢栄一を研究，多数の著書も
発表している。時代を超えて「時のひと」にな
った渋沢栄一の読み解き方から，ステークホル
ダー資本主義とこれからの経営について話を聞
いた。
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